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2. 燃料の安定調達（持続可能性等）に係る
証跡の提出について



リパワリング設備の認定について

2

令和5年9月
第84回 制度検討作業部会

資料3-2より



申請条件

リパワリング設備の認定について

⚫ 下記一定の要件を満たす場合にはリパワリング設備としての認定を受けることが可能です。
（2024年11月15日以降電源登録およびその後の電力量認定申請受付を開始いた
します。）※１

⚫ リパワリング設備の認定に係る認定手順については本資料の各種登録/申請手続きペー
ジを参照ください。

3

※１ 複数回リパワリングを実施した場合には複数IDを登録ください。

対象電源

認定を受ける設備のリパワリング内容詳細（リパワリング前後の出力、リパワリング日等）について事務局へ公
的な証跡を届け出ること。
例）発電事業変更届出、電気工作物変更届出書等

① 非化石電源登録にて、既存設備IDに加え新規にリパワリング分設備IDを登録を実施。
② ①にて登録が完了した既存設備IDおよびリパワリング設備IDにて電力量認定申請を実施。
③ 電力量認定量について既存分とリパワリング増強分の出力比にて按分しそれぞれの設備IDの認定量を算

出。なお、具体的な申請方法については次ページ以降を参照ください。

認定方法

太陽光、バイオマスを除くすべての非FIT非化石電源に係る認定対象設備かつ、リパワリングによる出力増強を
行った設備。



リパワリング設備の認定について（非化石電源登録申請書作成）

⚫ すでに発番されている既存設備IDに加え、新たにリパワリング設備IDを発行するため非
化石電源登録を都度受け付けます。

⚫ 申請書へ記載が必要な項目は下記です。通常の電源登録と一部項目の定義が異な
るためご注意ください。
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◼ 登録時入力項目

・法人番号
・発電設備区分
・発電設備名  - リパワリング設備IDの場合設備名の最後に（リパワリング）と追加ください

・設置者名
・申請日  - 申請を実施した日を記入ください

・運転開始又は予定日 - リパワリング設備IDの場合「リパワリング日」を記入ください

・設備の所在地
・発電出力  - リパワリング前後の差分出力を記入ください※１

◼ 添付書類

・認定を受ける設備のリパワリング内容詳細証跡（リパワリング前後の出力、リパワリング日等） ※2

※１ 1000kWの設備について1200kWへ容量が増加した場合、リパワリング設備IDの出力はその差分である「200kW」を記入ください。
※２ 発電事業変更届出、電気工作物変更届出書等をご提示ください。



リパワリング設備の認定について（非化石電源登録申請書
アップロード完了後）

⚫ リパワリング分設備IDを申請する場合、申請書アップロード完了後に非化石電源変更
画面にて「リパワリング分」フラグのチェックと紐づけ先の既存設備IDの設定を実施ください。

⚫ 上記変更完了後再度非化石電源変更画面を参照すると、下図赤枠の通り項目名が
変化します。
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リパワリング設備の認定について（電力量認定）
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⚫ 申請の際に必要な項目は、通常設備の電力量認定同様に下記となります。

⚫ リパワリング設備の場合、必ず既存設備IDとリパワリング設備IDを同一の電力量認定
申請書内へ記入の上ご申請ください。※１

⚫ また、月間発電量について既存分設備ID行へ当該設備の全量を記載し、リパワリング
設備ID行へは「0」を記載ください。

◼ 申請時入力項目

・法人番号
・事業者区分
・受電地点特定番号
・設備ID
・報告年月 （報告時点での年月を入力下さい）

・対象年月 （※次ページに対象年月判定基準は記述します）

・月間発電量（kWh）：既存分ID行へ記入し、小数点以下は、小数第一位を四捨五入して申請下さい。
（一般送配電事業者より送付される「仕訳後の電力量のお知らせ」にある対象期間内の合計値を記入ください）

・再エネ指定有無区分
（有で申請した場合でも、再エネ指定「無」しか選択できない場合は「無」で認定します。）

※１ 既存分・リパワリング分IDを同時に申請する場合、初回申請のみエラーが発生するため、事前に事務局へ当該設備の受電地点特定番号と既存
分・リパワリング分設備IDをお知らせください
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1. リパワリング設備の認定について

2. 持続可能性等証明に係る証跡の提出につ
いて
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⚫ 2024年3月22日に開催された第90回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業
分科会 電力・ガス基本政策小委員会 制度検討作業部会におきまして、FIT/FIP制
度を参照し、非FITバイオマス認定においても燃料の安定調達（持続可能性等）の観
点から、事業計画策定ガイドライン（バイオマス発電）（※）へ準拠を求めることを基
本とする方針となりました。

非FITバイオマス電源に対する非化石価値の認定における燃料の安定調達（持続可能性等）①

令和6年3月第90回
制度検討作業部会資料

（※）資源エネルギー庁 『事業計画策定ガイドライン（バイオマス発電）』 第２章 適正な事業実施のために必要な措置  ３．燃料の安定調達に関する計画の策定及び体制の構築
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/dl/fit_2017/legal/guideline_biomass.pdf#page=11

事業者説明資料抜粋

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/kaitori/dl/fit_2017/legal/guideline_biomass.pdf#page=11


⚫ 申請に係る詳細・スケジュールについては現在調整中ですが、対象電源/対象燃料は以
下の通りです。非FITバイオマス電源に対する非化石価値認定における燃料の安定調達
（持続可能性等）の証明開始時期は、2024年10月発電分以降（予定） を想定し
ています。

➢対象電源：“調達期間/交付期間中のFIT混焼設備・FIP設備”を除く非FITバイオマス電源

※調達期間/交付期間中のFIT混焼設備・FIP設備については再エネ特措法において燃料の安定調達（持続可能性等）が確保されているため、   
改めての証明は不要とする。

➢対象燃料：    【燃料区分B】間伐材等由来の木質バイオマス

 【燃料区分C】一般木質バイオマス 

 【燃料区分G】農産物の収穫に伴って生じるバイオマス（液体） 

⚫ なお、ライフサイクルGHGに関する証明については、FIT/FIP制度の経過措置期間終了 
後、非FIT非化石価値認定においても求める予定。 

⚫ 農産物（固形）の燃料の安定調達（持続可能性等）の確保の証明については
FIT/FIP制度においても一定の猶予期間が設けられているため、非FITバイオマス電源に
対する非化石価値の認定においても、認定事務局の対応に準備期間を要することを踏ま
え、2025年2月発電分（2025年4月申請分）から要件化する想定です。

非FITバイオマス電源に対する非化石価値の認定における燃料の安定調達（持続可能性等）②
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事業者説明資料抜粋
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令和6年3月第90回
制度検討作業部会資料

非FITバイオマス電源に対する非化石価値の認定における燃料の安定調達（持続可能性等）③

事業者説明資料抜粋



燃料区分 調達元 申請時に提出する資料 様式

共通 国内外 燃料の安定調達（持続可能性等）誓約及び同意書
・燃料の安定調達（持続可能性等）の確保の観点から、
以下の内容を含む事業計画策定ガイドライン（バイ
オマス発電）の要求事項について遵守していること
を約する誓約書を提出すること。

様式１

燃料調達及び使用計画
• バイオマス発電に用いる燃料の区分、種類、量、調
達事業者、調達地域、入手ルート（事業者名含む）
等の調達計画及び当該燃料の使用計画を記載してい
ること。（事業計画策定ガイドライン参照）

• 現地燃料調達事業者等との長期安定的な燃料調達が
担保されていること

・任意（事業者独自）フォーマット
・燃料安定調達契約書等の証跡

他事業者のバイオマスの調達に著しく影響を及ぼすこ
となく調達する誓約書
• 当該計画が既存用途へ与える影響を最小限にするよ
うに努めることを誓約すること

様式２

木質バイオマス 共通
• B：間伐材等由来の木質バイオマス
• C：一般木質バイオマス

国内外 バイオマスの由来を証明する書類 ・『発電利用に供する木質バイオマスの証明のた
めのガイドライン』参照

• C：一般木質バイオマス 国外 持続可能性が証明された木材・木材製品を用いている
ことを証明する書類

・林野庁『木材・木材製品の合法性、持続可能性
の証明のためのガイドライン』参照
証跡例：本資料P21掲載

輸入バイオマス燃料のトレーサビリティについて 様式３

G：農産物の収穫に伴って生じる
バイオマス（液体）

国外

第三者認証機関より持続可能性が認証されたことが確
認できる書類

・任意フォーマット
証跡例：本資料P21掲載

国内

非FITバイオマス電源に対する非化石価値の認定における燃料の安定調達（持続可能性等）④

⚫ 認定において提出を求める予定の資料は以下の通りです。※今後変更となる可能性もあります。

※各資料は対象発電月以降における初回電力量認定時、および調達ルート変更時等申請内容に変更が生じたタイミングに提出してください。
※国内木質バイオマスについて、調達予定先となる全ての都道府県林政部局（国有林の場合は森林管理局等）に対する事前の説明は非FITバイオマス電源に対する非化石価値の認定においては求めません。 11

事業者説明資料抜粋
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（参考）FIT制度における持続可能性の確認方法
資源エネルギー庁
令和6年3月第90回
制度検討作業部会資料

資源エネルギー庁令和6年3月第90回 制度検討作業部会資料 非化石価値取引について

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/#page=14

事業者説明資料抜粋
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資源エネルギー庁
令和元年10月第５回
バイオマス持続可能性
ワーキンググループ

（参考）証跡例

資源エネルギー庁令和元年10月第５回バイオマス持続可能性ワーキンググループ バイオマス発電燃料の持続可能性に関する 確認内容・確認手段について（３）
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/shoene_shinene/shin_energy/biomass_sus_wg/pdf/005_01_00.pdf#page=12

事業者説明資料抜粋



燃料の安定調達（持続可能性等）に係る証跡の提出について

⚫ 持続可能性の証明が求められる設備※１について、2024年10月発電分以降における
初回電力量認定申請時までに各種証跡を提出ください。※２

⚫ 証跡の提出については原則として非FIT非化石認定ポータル上で行い、下記のいずれか
のタイミングにて実施ください。

14

◼ 非化石電源登録申請時に実施の場合

・新たに非化石電源登録を実施する設備を対象とします。
・非化石電源申請書登録後に非化石電源変更画面にて、持続可能性証明証跡添付欄へ必要
証跡をアップロードください。

◼ 電力量認定申請時に実施の場合

・非化石電源登録を実施済みの設備※2、他制度にて設備IDを取得済みの設備※3、今後非化
石電源登録を実施予定だが登録完了までに証跡が間に合わない設備を対象とします。
・2024年10月発電分以降における初回電力量認定申請時において、電力量認定申請書登録
後に電力量認定変更画面にて、持続可能性証明証跡添付欄へ必要証跡をアップロードください。

※１ 電力量認定申請において、バイオマス比率計算書やサンプリング証跡提出対象外設備の場合にも、持続可能性証明の対象となる燃料を使用して
いる場合には、かならず持続可能性等証明に係る証跡の提出が必須となります。

※２ 持続可能性証明の求められる設備について証跡提出が確認できない場合、再エネ指定有/なしどちらも認定不可となり、事後的に認定量の取り消
しも実施する場合がございます。

※３ 自者で非化石電源登録を実施していない設備の場合、他事業者にてすでに非化石電源登録を実施済みの場合は同様の扱いとなります。
※４ RPS制度、FIT制度、FIP制度等の他制度にて過去に認定を受け、当該制度においてすでに設備IDを取得済みの設備を指します。



燃料の安定調達（持続可能性等）に係る証跡の提出について
（非化石電源登録時の場合）

⚫ 非化石電源登録時、バイオマス設備の場合には非化石電源変更画面へ下図の通り
「申請計画使用燃料一覧」および「持続可能性証跡」アップロード欄が表示されます。

⚫ 持続可能性証明が求められる設備の場合、証明の対象となる燃料がわかるよう申請計
画使用燃料一覧へ燃料名を記載ください。

⚫ 「申請計画使用燃料一覧」「持続可能性証跡」ともに枠内の参照ボタンを押下の上必
要資料を選択しアップロードを実行ください。※１※２
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※１ 非化石電源登録までに「持続可能性証跡」提出が間に合わない場合には次頁を参照ください
※２ 誤った証跡をアップロードし削除が必要な場合には別途事務局までお問い合わせください



燃料の安定調達（持続可能性等）に係る証跡の提出について
（電力量認定申請時）

⚫ 持続可能性の証明が求められる設備について、非化石電源登録時に証跡提出が完了
していない場合、2024年10月発電分以降における初回電力量認定申請時までに各
種証跡を提出ください。

⚫ バイオマス設備の場合には電力量認定変更画面へ下図の通り「申請計画使用燃料一
覧」および「持続可能性証跡」アップロード欄が表示されます。

⚫ 枠内の参照ボタンを押下の上必要資料を選択しアップロードを実行ください。 ※１

16※１ 誤った証跡をアップロードし削除が必要な場合には別途事務局までお問い合わせください
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